
 

 

長野地区社保協が陳情 

上水内郡３町村議会「ケア

プラン有料化などの介護保

険制度見直しの中止を求め

る意見書」採択 国に提出 
飯綱町、信濃町、小川村の 12月議会で、

長野地区社保協が提出した「ケアプラン有

料化などの介護保険制度見直しの中止を求

める意見書採択についての陳情」が採択さ

れ、上水内郡の３町村議会から、国に意見

書が提出されました。（※裏面：飯綱町議会

の意見書） 

飯綱町議会では、事務局長の小野と、事

務局次長の藤本が趣旨説明を行いました。

「ケアプランの有料化」は、介護サービス

の入り口から利用者を遠ざけるということ、

また「要介護１、２の生活援助」は、単な

る家事援助ではなく、ヘルパーの専門性を

発揮する介護サービスであり、認知症の初

期症状を見逃さず必要なケアを行うもので

あるということ等を述べました。 

 長野市議会にも、同様の趣旨で請願をし

ました。福祉環境委員会で４人（改革ネッ

ト、共産、無所属）が賛成したものの、賛

成少数で不採択となりました。 

 

社会保障審議会介護保険部会とりまとめ案

介護保険負担増狙う 低所得

の施設入居者 月２万２千円増 

見直しが検討されていた給付抑制と負担増案 

当初提案 とりまとめ案 

施設入所者の居住費・食費

の自己負担引き上げ 

年金収入 120 万円以上の

人で２万２千円の負担増 

高額介護サービス費の自

己負担限度額の引き上げ 

収入要件を３段階に見直

し世帯上限の引き上げ 

現在自己負担なしの施設

入所者の室料有料化 

引き続き検討 

ケアプラン作成費用など

の自己負担化 

引き続き検討 

要介護１、２の生活援助サ

ービスを総合事業へ移行 

引き続き検討 

利用料が２～３割の“現役

並み所得者”の対象拡大 

引き続き検討 

厚労省は 12月 16日、社会保障審議会介

護保険部会に、介護保険制度見直しのとり

まとめ案を示しました。特養など、介護保

険施設を利用する低所得者に、食費や居住

費を補助する「補足給付」制度や、高額介

護サービス費の所得区分の見直しを明記し

ました。 

 一方、ケアプラン有料化や、要介護１、

２の生活援助を総合事業へ移行などの案は、

「先送り」されました。 

憲法をいかして安心して暮らせる社会保障の実現を     2019 年 12 月②号 

長野地区社会保障推進協議会ニュース

長野地区社保協は、社会保障についての相談窓口です。 

社会保障制度の改善をめざして、労働組合、医療、福祉関連の諸団体、 

市民団体、女性団体などが共同して運動をすすめる組織です。（活動地域：長野市、上水内郡） 

事務局 〒380-0814 長野市西鶴賀町 1570 長野医療生協内 Tel:026-234-1476/Fax:026-234-1493 



2 

 

 


